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■人口と世帯
編
集
後
記

Q
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
の
年
頭
の
目
標
は
・
・
・
「
た
く

さ
ん
の
方
々
と
出
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
」
で
す
。
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
私

と
し
て
は
、
も
っ
と
も
っ
と
と
ど
ん
欲
に
し

ゃ
べ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
取
材
で
見
か
け
た
折
は
、
気
軽
に
話
し
か

け
て
く
だ
さ
い
。

（
英
）

S

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

12
月
に
、
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が
発
表

し
た
、
平
成
18
年
を
表
す
漢
字
は
『
命
』。
飲

酒
運
転
や
い
じ
め
、
幼
児
虐
待
な
ど
で
多
く

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
命
の
尊
さ
を
あ
ら
た

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
１
年
で
し
た
。

S

自
分
が
こ
う
し
て
仕
事
が
で
き
る
の
も
、

家
族
や
多
く
の
人
た
ち
の
支
え
や
協
力
の
お

か
げ
で
す
。
今
年
は
、
い
つ
で
も
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、『
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
広

報
づ
く
り
』
を
目
標
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
和
）

鹿央山内
やまうち

地区の文化財
(山鹿市鹿央町山内）

飯田　莅さん
米野岳校区

連載第17回

はるか昔から、鹿央地区には有数の文化財がある。鹿

央南西部の山内校区も数多くの文化財が残されている。

楠が生い茂る国見山（389ｍ）のふもとの霜野には、康

平寺観音堂がひっそりとたたずんでいる。その隣の文化

財収蔵庫には、千手観音像と二十八部衆像、地蔵菩薩が

収蔵されていて、今も地元の人々により大切に管理され

ている。霜野にはこのほかにも、だんとさん如法経塔

(元亨2年[1322]建立)、日吉宮の楠（樹齢250年）、六地蔵

（文政6年[1822]建立、福吾の刻銘がある）、霜野城跡

（16世紀）と文化財が集中している。代々内古閑氏の居

城であった霜野城は、地形を利用して幾重もの曲輪が作

られて、守りの堅さがうかがわれる。城の入口にあたる

場所には、神社や墓があり、地元では「オタッチャン」

と呼ばれている。

北谷
きただに

の長福寺跡は、霜野康平寺を中心とする寺の一つ

で、天文18年(1449)の刻銘を持つ「大妙典奉納」の塔が

あり、天正17年(1589)納められた歴代住職の位牌も残っ

今回の紹介者 文化財協力員(鹿央地区）

菊川　一誠さん
山内校区

坂田　明彦さん
千田校区

▲倉野尾の殿様の墓

ている。そのすぐ近くのひっそりとした杉林の中に、新

宮次郎の墓がある。新宮次郎は菊池持朝
きくちもちとも

（19代）の弟だ

が兄弟仲が悪く、永享6年(1434)に訳あって自害している。

北谷稗田遺跡では、平成17年度に発掘調査が行われた。

縄文時代から江戸時代までの土器、石器などがたくさん

発掘された。

梅木谷
うめのきだに

には「倉野尾の殿様」と呼ばれる伝説がある。

関が原の戦いに敗れた武将が、我が子をこの地へ送り、

細川藩の家来となったという言い伝えである。今も、そ

の子孫の墓碑（「殿様の墓」）や屋敷跡が残っている。墓

碑を建立した小野權次郎兼将
おののけんじろうかねまさ

は、霜野の歴史を記した

『霜野来由記
しものらいゆき

』を書いた人である。屋敷跡には直径1.5ｍ、

深さ6.5ｍの井戸跡が残っており、以前はよく子どもが石

を投げ込んで遊んでいた。

これら数々の誇るべき貴重な文化財を、末永く後の世

に伝えていくよう、これからも努めていきたい。

人口　　59,306（－３）
男　　28,030（－４）
女　　31,276（＋１）
世帯数　20,889（－５）
11月末現在（前月末比）

１/１
Ｊanuary

題
字
の
「
や
ま
が
」
は
、

わ
た
し
が
書
き
ま
し
た
。

稲
葉
　
え
り
さ
ん

（
広
見
小
６
年
）

2007（平成19年）

おもな内容
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亥
亥亥

亥亥
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
、
飲
酒
運
転

に
よ
る
悲
惨
な
事
故
や
、
い
じ
め
問
題
等
社

会
情
勢
に
暗
い
影
を
落
と
し
ま
し
た
が
、
秋

篠
宮
家
の
第
三
子
悠
仁
親
王
の
ご
誕
生
や
ワ

ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
の
優

勝
は
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
に
お
き
ま
し

て
は
、
景
気
拡
大
期
が
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」

を
超
え
、
戦
後
最
長
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
地
方
に
お
き
ま
し
て
は
景
気
回
復
を

実
感
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
在
の
景
気
拡
大
は
、
主
に
輸
出
と
設

備
投
資
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
内

の
内
需
と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る

消
費
に
弱
さ
が
み
ら
れ
、
手
離
し
で
喜
べ
る

状
況
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
対
策
に
お
き
ま
し
て
は
、
改

正
ま
ち
づ
く
り
三
法
が
成
立
し
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
農
業
施
策
で
は
農
地
法
改
革
以

来
の
大
改
革
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
事
業
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
に
は
、
国
・
地
方
自
治
体
・
住
民

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。か

ね
て
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本
経
済
が

戦
後
最
長
の
景
気
が
続
く
と
報
道
さ
れ
る
中

で
、
地
方
に
あ
っ
て
は
何
ら
実
感
で
き
な
い

状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

異
常
と
も
言
え
る
前
半
の
長
雨
日
照
不

足
、
台
風
通
過
後
の
少
雨
と
片
寄
っ
た
気
象

の
中
で
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
も
不

作
で
あ
り
、
い
ろ
ん
な
分
野
に
影
響
を
与
え

ま
し
た
。

国
の
改
革
が
進
む
中
で
、
い
ろ
ん
な
制
度

改
正
等
も
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
苦
労

を
お
か
け
し
た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
二
年
目
、
時
を
経

る
ご
と
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
山
鹿
市
へ
の

愛
着
と
融
和
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

今
日
、
大
変
な
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
変
革
困
難
な
時
だ
か

ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、

明
る
く
元
気
で
前
向
き
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
今
、
私

た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
山
鹿
市
」
に
大
き
な
可

能
性
の
芽
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
』
そ
ん
な
気

が
致
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、
目
を
世
界
に
向
け

る
時
、
今
「
ア
ジ
ア
」
の
活
況
が
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。
日
本
の
中
に
お
い
て
も
、
ア

ジ
ア
に
最
も
近
い
「
九
州
」
の
存
在
は
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

つ
い
最
近
の
話
で
も
「
対
ア
ジ
ア
戦
略
と

が
一
体
と
な
っ
て
、
取
り
組
む
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
で
す
。

新
山
鹿
市
が
誕
生
し
ま
し
て
、
二
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

諸
問
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
議

会
に
お
き
ま
し
て
は
、
主
役
は
住
民
の
皆

さ
ま
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、「
開
か

れ
た
議
会
」「
真
の
地
方
自
治
の
実
現
」

「
地
域
の
活
性
化
」
を
目
指
し
、
活
気
あ

ふ
れ
た
元
気
な
山
鹿
市
を
築
き
上
げ
る
た

め
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

し
て
、
近
い
将
来
、
経
済
の
中
心
が
九
州
に

シ
フ
ト
す
る
の
で
は
」
と
の
思
い
で
、
名
古

屋
・
東
海
地
方
経
済
人
の
方
々
の
ご
来
訪
も

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
、
韓
国
・
中
国
・
台
湾
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
折
、
多
く
の
皆
さ
ま
が

「
山
鹿
は
す
ば
ら
し
い
」
と
大
き
な
感
動
を

も
っ
て
お
帰
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
山
鹿
に
は
、
ど
こ
に

も
負
け
な
い
大
き
な
多
く
の
財
産
が
あ
り
ま

す
。「
自
然
」「
歴
史
」
「
文
化
」「
温
泉
」

「
農
」「
水
」「
人
」
ど
れ
を
と
っ
て
も
誇
れ

る
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
の
年
頭
に
当
た
り
「
山
鹿
市

の
大
き
な
可
能
性
」
の
一
つ
を
、
紹
介
い
た

し
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
「
国
指
定
史
跡
・
鞠

智
城
跡
を
国
営
公
園
に
！
」
の
一
大
運
動
が
、

熊
本
県
そ
し
て
菊
池
川
流
域
を
挙
げ
て
今
ま

さ
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

四
年
後
、
平
成
二
十
三
年
に
は
新
幹
線
が

全
線
開
通
し
ま
す
。「
全
国
か
ら
修
学
旅
行

を
」「
近
く
て
元
気
な
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
」

「
世
界
の
阿
蘇
に
つ
な
が
る
大
き
な
拠
点
を
」

な
ど
そ
の
実
現
に
向
け
て
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
益
々

の
ご
健
勝
と
、
今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
光
り
輝
く
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご

祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま

す
。

花開かせよう
故郷の誇りと可能性を!!

市　長　　中嶋　憲正

活気あふれた元気な
山鹿市を目指して

市議会議長　　高野　誠二
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市内幼稚園・保育園入園児募集

市内幼稚園・保育園市内幼稚園・保育園
入園児募集入園児募集
４月からの新入園児を募集します

希望の幼稚園で申込書の配布・受付をします。
入園対象u３歳児・４歳児・５歳児
申込書配布・受付期間u１月９日C～12日F

※霊泉幼稚園（1４４‐３１２０）４歳児・５歳児の
み募集中です。３歳児の募集は終了しました。

保護者が何らかの理由で、日中家庭で子どもを保育
できない場合（要件あり）０歳から利用できます。
（詳細は申込書と一緒に配布）
申込書配布期間u１月11日E～22日B

申込書配布場所u・入園希望の保育園
・山鹿市役所子育て支援課
・各総合支所市民福祉課

申込受付期間u１月18日E～22日B

９：00～17：00まで（土日を除く）
申込受付場所u

q新規の場合（面接を行います）
山鹿地区の保育園→市役所１階会議室
鹿北地区の保育園→鹿北総合支所市民福祉課　　　
菊鹿地区の保育園→菊鹿総合支所市民福祉課
鹿本地区の保育園→鹿本総合支所市民福祉課
鹿央地区の保育園→鹿央総合支所市民福祉課

w継続の場合（一部面接を行います）
各保育園（一部市役所１階会議室）

e市外保育園を希望する場合（面接を行います）
市役所１階会議室
…子育て支援課　1４３‐１５１４
各総合支所市民福祉課

鹿北1３２‐３１１１
菊鹿1４８‐３１１１
鹿本1４６‐３１１２
鹿央1３６‐３１１４

地区 幼稚園名（所在地） 電話番号 定員 経営

山鹿

鹿本

山鹿幼稚園（桜町）
川辺幼稚園（保多田）
鹿本幼稚園（御宇田）

143‐1154
143‐1165
146‐2345

200
70
105

市立
市立
市立

地区 保育園名（所在地） 電話番号 定員 経営
山鹿保育園（川端町）
八幡保育園（熊入町）
米田保育園（南島）
大道保育園（方保田）
ゆりかご乳児保育園
（下吉田）
山鹿東保育園（鹿校通）
山鹿中央保育園（山鹿）
平小城保育園（平山）
三岳保育園（寺島）
三玉保育園（久原）
山鹿若葉保育園
（鹿校通）
山鹿西保育園（志々岐）
八玉保育園（久原）
岳間保育園（椎持）
岩野保育園（岩野）
広見保育園（芋生）
内田保育園（上内田）
菊鹿中央保育園
（下内田）
つぼみ保育園（上永野）
栗の実保育園（長）
城北アソカ保育園
（松尾）
幼慈園（御宇田）
稲光園（高橋）
富慈園（中川）
かもと乳児保育園
（下高橋）
かおう保育園（合里）

143‐1153
143‐1157
143‐1159
146‐2328

144‐2961

144‐6253
144‐3653
143‐6084
143‐3874
143‐6330

143‐7187

144‐5582
143‐5181
132‐2459
132‐2230
132‐2231
148‐9123

148‐2107

148‐2198
148‐2134

148‐2129

146‐2360
146‐2562
146‐2578

146‐3439

136‐2110

90
90
30
60

60

90
60
60
60
90

60

30
90
20
45
45
45

45

60
60

60

80
60
45

60

200

市立
市立
市立
市立

法人

法人
法人
法人
法人
法人

法人

法人
法人
市立
市立
市立
市立

市立

法人
法人

法人

市立
市立
市立

法人

市立

山鹿

鹿北

菊鹿

鹿本

鹿央

B幼　稚　園

B保　育　園

◎幼稚園一覧

◎保育園一覧

問合せ

▲公民館では作品展も開催

▲農林産物の品評会＆即売会

▲ばってん城次にわかショー

▲ギネスに挑戦！スリッパ飛ばし▲健康マラソン　笑顔でスタート

▲お茶とお菓子で、ちょっと休憩　

かほくまつりスナップ

丸
太
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
は

抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

幸
の
国
木
材
工
業
チ
ー
ム
が
優
勝

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

▲

▲

▲丸太トライアスロン大会

歴史公園鞠智城では、今年で２回目となるウォークラリー大会が
開催されました。菊鹿レクリエーション協会主催。
あいにく雨となり傘をさしての実施となりましたが、130人の参加
者は、家族や仲間と問題を解きながら、鞠智城散策を楽しみました。
終了後は、温かいだんご汁を食べたり、かずら・どんぐり・まつ
ぼっくりなどの自然素材を使った、リース作りなどもしました。
初めて参加した飯川絹子さん（菊鹿町七区）は、「子どもと一緒に
楽しめました。子どもたちもしっかり歩いてくれたので、次回も参
加したいです。」と笑顔で話していました。

子どもと一緒に楽しめました！
…文化・歴史探訪ウォークラリー大会

11月23日　歴史公園鞠智城

▲鞠智城に関する問題を解きながら、約4ｋｍを歩きました
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おめでとうございます！おめでとうございます！
叙勲・褒章受章者紹介叙勲・褒章受章者紹介

中原　哲哉 さん
下内田（菊鹿）

行政相談委員として市民の相談
に親身に対応し、一方相談員の指
導的な役割も果たし行政相談制度
の普及・発展に貢献したことが認
められ受章

旭
日
小
綬
章
（
私
学
振
興
功
労
）

松浦シズエ さん
山鹿（山鹿）

西川　　勝 さん
鹿校通（山鹿）

長年の教職後、教育長（旧山鹿
市・旧菊鹿町）を歴任し、教育現
場の経験を生かしながら地域教育
の中核となった功績を認められ受
章

長年にわたり、私学振興に貢献
し、現在も６コースの松浦学園城
北高校の理事長として生徒の指導
に邁進されている功績が認められ
受章

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
行
政
相
談
功
労
）

九州の自然にやさしく安全で安心して食べられる「こだ
わりのお米」が一同に集まり、「味・甘さ・光沢・香り」
などでプロフェッショナルの厳しい審査を受けました。
今年は、台風などの影響で出品されたお米が昨年よりも

少ない50体で「減農薬の部」「無農薬の部」２部門で競わ
れました。その他、同開場では、米粉食品アイディアコン
テストも開催され、通りかかった見学者から試食後、「わ
～おいしいね」「作り方知りたいわ～」と声が聞かれまし
た。
主な入賞者

【減農薬米の部最優秀賞】菜の花米生産者組合高木和茂さ
ん（山鹿市平山）【無農薬米の部最優秀賞】井手口正昭さ
ん（鹿児島）【アイディアコンテスト最優秀賞】鹿本農業
高校生のみなさん（山鹿とろお～りピザ）

菊鹿地区の３小学校（城北、六郷、内田）の４.５.６年生が、
学校ごとに３泊４日の日程で通学合宿を行いました。
異なった年齢の子どもたちが、いろいろな生活体験を通し

て、互いに助け合い、思いやりの心を育てたり、生活の自立
に向けての「基本的な生活習慣」「生活技能」を身につけるの
が狙い。
朝・夕の食事づくりや菊鹿温泉での合同入浴、夜の勉強と

反省日誌の記入などが日課となっています。この合宿によっ
て、それぞれの自立心が多いに養われた事でしょう。

九州のおいしい「こだわり米」が勢ぞろい
…九州米サミット2006 12月３日　水辺プラザかもと

▲アイディアコンテストの審査をする斎藤先生（左）池部先生（中央）

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

親元離れ自立心養う
…通学合宿　10月20日～11月22日　菊鹿公民館

▲協力して食事づくり！今夜のメニューはなにかな？

特定農産村地域市町村活動支援事業で、
このほど鹿央町の鹿央里山竹炭クラブ10人
で、炭焼き窯「里山窯」が造られました。
旭志の(有)明るい農村の代表末廣さんと窯

造りの相談をしながら11月から作業を始め、
このほど初の窯だしとなりました。
鹿央産の孟宗竹を切り出し、窯を造り試

行錯誤の末の完成です。通常、斜面に造る
ものを、今回の窯は平地に造ったため難し
い作業となりました。12月２日に火が入り、
煙の色で焼きを見るため、徹夜の作業の
末の窯だしとなりました。
できた炭は、特性を生かした土壌改良

用・水質改善用・脱臭などに活用される
予定です。
今後は、小学生の農業体験ツアーを計

画したり、鹿央町の物産館で販売したり
と検討をしています。

▲炭窯を試行錯誤で造っています

自分たちで造った窯で初窯だし
…里山窯　12月13日　鹿央

あんずの丘では毎年恒例のジャンボ門松の設置作業が
行われました。「特産のタケノコをアピールしよう」と
今年で11回目となりま
す。
早朝から職員ら10人が
トラックや重機を使い、
モウソウ竹６本を１束に
して高さ６ｍ、土台の周
囲５ｍの門松を、管理棟
前に左右１基づつ設置し
ました。
このジャンボ門松は、

新年10日ごろまでお客様
をお迎えします。

高さ６メートルのジャンボ門松お目見え
…ジャンボ門松設置　12月１日　あんずの丘

地域において、火災など災害が発生した場合、真っ先に現
場に駆けつけるのが、地区の消防団です。被害の軽減に欠か
すことが出来ない初期消火活動等の強化を図るため、市では
消防積載車および小型動力ポンプの配備を行っています。こ
のたび、配備後20年以上経過し、老朽化した旧式の機材を更
新する配備式が行われました。積載車が鹿北地区（２台）、菊
鹿地区（１台）、鹿本地区（４台）、鹿央地区（１台）の計８
台、小型動力ポンプが鹿北地区と菊鹿地区にそれぞれ１台ず
つ配備されました。

地域の安全を守るため新たに配備
…消防積載車および小型動力ポンプ　12月10日　市役所

見事じゃなぁ～こりゃ

大きかばい！みんなも

見にきなっせ！▲配備されることになった積載車

ボランティア功労者厚生労働大臣表彰
【荒木　光子　さん】（山鹿市山鹿）
24年間ボランティア活動で、市内の特別養護老人ホームの入所者に毎月
１回茶道や手遊び、合唱などの指導を続けてきた功績が認められ受賞。

小さな親切運動内閣官房長官表彰
【大渕　俊光　さん】（山鹿市鹿北町）
20年以上「小さな親切」運動の会員として支部長、推進委員を務め、会　
員の拡大や環境美化などこの運動の普及・発展に貢献してきたことが認め
られ受賞。

第18回住宅月間功労者国土交通大臣表彰
【竹下　義範　さん】（山鹿市久原）
多年、住宅・建築関係に従事し、神社・仏閣等の修復や小中高生を対象
とした「ものづくり教室」への参加など後進の育成に寄与した功績が認め
られ受賞。

全国納税貯蓄組合連合会
「税についての中学生作文コンクール」国税庁長官賞
【宇野　茜　さん】（米野岳中３年）
交通事故に遭った体験から、さまざまなことにも税が関係していること
を作文にした。

九州中学校駅伝競走大会
【米野岳中学校1～3年生15名】
12月2日九州中学校駅伝競争大会に鹿本郡市代表として参加し、健闘し
ました。選手名　木村匡貴さん、前田篤さん（１年生）佐野木康友さん、
高森敦士さん、鍋嶋弘司さん、若杉健志さん、山口直樹さん（２年生）
多久涼平さん、角田大地さん、中村洸介さん、新木慶佑さん、井上尚樹さ
ん、野中徹さん、久野孝浩さん、中原徹也さん（３年生）

祝・おめでとうございます！受賞と大会参加
…各種の功績で全国表彰を受けた方をご紹介します

▲初めてできた炭を取り出します

▲
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鹿本図書館：鹿央図書室

高
齢
者
を
狙
っ
た
高
額
契
約

「
屋
根
か
ら
煙
が
・
・
」

あ
る
相
談
事
例

【
相
談
事
例
】

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
た
業
者
が
、

「
屋
根
か
ら
煙
が
出
て
い
ま
し
た
。
心
配
な
の
で
屋
根

を
見
て
あ
げ
ま
す
。」
と
言
わ
れ
見
て
も
ら
い
「
屋
根

が
こ
ん
な
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。」
と
腐
れ
か
け
た
板

と
焼
け
焦
げ
た
電
線
の
よ
う
な
も
の
を
見
せ
た
。

業
者
は
す
ぐ
に
修
理
を
勧
め
「
30
万
円
く
ら
い
で
で

き
ま
す
。」
と
言
っ
た
の
で
、
修
理
し
て
も
ら
っ
た
。

現
金
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
と
言
う
と
、
金
融
機
関

に
連
れ
て
行
き
、
預
金
か
ら
下
ろ
さ
せ
支
払
い
、
領
収

書
を
も
ら
っ
た
。
契
約
書
は
も
ら
っ
て
い
な
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

「
屋
根
か
ら
煙
り
」
は
屋
根
に
上
が
る
口
実
と
思
わ

れ
ま
す
。
焼
け
焦
げ
た
電
線
の
よ
う
な
も
の
な
ど
も
業

者
が
用
意
し
て
き
た
も
の
で
し
ょ
う
。
訪
問
販
売
で
屋

根
工
事
を
契
約
し
た
の
に
、
契
約
書
が
な
い
の
も
問
題

が
あ
り
ま
す
。
領
収
書
な
ど
も
ウ
ソ
の
住
所
で
し
た
。

修
理
の
必
要
が
な
い
の
に
、
勝
手
に
さ
れ
た
の
で
は

た
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
・
・
・

・
知
ら
な
い
人
か
ら
屋
根
工
事
を
勧
め
ら
れ
て
も
応
じ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
屋
根
の
不
具
合
を
指
摘
さ
れ
た
時
は
、
慌
て
て
契
約

し
な
い
で
知
り
合
い
の
大
工
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

・
断
っ
て
い
る
の
に
業
者
が
屋
根
に
上
が
っ
た
時
は
、

最
寄
り
の
警
察
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

いろいろなところでいろいろなところで
開催されたおはなし会開催されたおはなし会

【鹿央図書室】
10月14日おはなし会（読書友の会）が鹿央町公民
館において催されました。
多くの親子連れの参加があり、楽しい１日となり
ました。
読書友の会鹿央分室会長の池田敏子さんのあいさ
つに始まり、おはなしの読み聞かせはもちろんのこ
と、「子育てについて」「読書について」「現代の子
育て読書の勧め
について」など
の話がありまし
た。参加者は、
「どんなおはな
しかなぁ」と期
待に胸を膨らま
せ、どんどん話
しに引きこまれ
ていきました。

【鹿本図書館】
11月10日と12月８
日に山鹿市内から通
学している児童も多
い「大津養護学校」
へ、布の絵本を使っ
た「おはなし会」に
行きました。今回そ
の様子を
シャッターに納めて
きました。
私（鹿本図書館ス

タッフ河瀬）が、今年「熊本県障害のある子どもたち
の読書活動推進実行委員会」の委員になったこともあ
り、大津養護学校の先生と「障害があっても絵本は楽
しめる」ということで話し合い、やってみました。
その結果、布の絵本の力はすごかったです。子ども
たちの目の輝きが違っていました。
【鹿本図書館イベント情報】
「あかちゃんとお母さん

の絵本講演会」
日時u１月18日E

10：00～11：30
場所uひだまり大会議室

「布の絵本制作講座」
日時u２月１日E

10：00～　
場所uひだまり大会議室　　
※布の絵本キット（縫う
だけ）を準備します。（有料）
※申込が必要です。

（注意）両イベントとも託児所を設置しますが、事前に鹿本
図書館まで申し込みをしてください。

（人数把握のため）
…鹿本図書館　1４６‐１３１０

▲いつの間にか物語の中に・・・

▲目の輝きが違います

▲

お
は
な
し
に
引
き
こ
ま
れ
る

参
加
者
た
ち

池
田
敏
子
さ
ん
の
お
は
な
し

▲

申込・問合せ

新着図書ピックアップ

催しスケジュール
鹿本図書館
・おはなし会
日時u１月６日G・13日G・20日G

27日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u１月16日C・23日C・30日C

午前11時から
※特別展示「若者に贈る読書のすすめ」

（１/４～１/20）

広域消防本部
…
山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

ス
ト
ッ
プ
！

タタ
ンン
クク
かか
らら
のの
流流
出出

近
年
、
川
や
農
業
用
水
路
等
で
の
油
流
出
事
故
が
多
発

し
、
環
境
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
と
同
時
に
、
火
災

発
生
の
危
険
性
が
高
ま
る
事
か
ら
、
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

特
に
冬
は
暖
房
に
灯
油

を
使
う
機
会
が
多
く
な
る
の

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
事
故
が
起
き
て
し
ま
い
ま

す
。油

流
出
事
故
が
起
き
る

と
、
河
川
の
水
は
汚
染
さ
れ
、

農
業
用
水
に
と
ど
ま
ら
ず
生

活
用
水
に
も
汚
染
は
広
が

り
、
地
域
の
人
た
ち
の
生
活

に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
結

果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
後
処
理
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
、
人
的
負

担
・
経
済
的
負
担
も
免
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次
の
予
防
対
策
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

☆
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
…

q
灯
油
タ
ン
ク
と
配
管
の
接
続
部
分
に
ゆ
る
み
な
ど
が

な
い
か
。

w
配
管
の
腐
食
や
亀
裂
な
ど
の
異
常
が
な
い
か
。

e
灯
油
の
減
る
量
が
早
く
な
い
か
。

r
家
屋
内
や
周
辺
が
油
臭
く
な
い
か
。

t
給
油
す
る
時
は
目
を
離
さ
な
い
。

y
屋
外
に
あ
る
タ
ン
ク
等
は
防
油
堤
を
設
置
す
る
。

《今月は鹿央公民館図書室から》

日本国憲法の誕生の現場に立会い、あの占領軍司令
部相手に一歩も退かなかった男。常に活眼を世界に注
ぎつつわが道を行く天衣無縫気根で物事の筋を通し自
説を曲げぬ強靭さと同時に秘めた優しさ、しなやかさ
ユーモア端正な面立洒落た身なり、寸鉄の片言…正子
夫人をはじめこの男に魅せられた人々の「証言」から
蘇る「昭和史を駆け抜けた巨人」の人間像。

一瞬の風になれ 佐藤多佳子／著　講談社

部長になった新二とエースの連、春高陸上部の仲間た
ちとのハードな練習の向こうに見据えるのはこの部でこ
のメンバーでインターハイに行くということ。陸上青春
小説。圧倒的迫力の完結編。

風の男 白州次郎　　 青柳恵介／著　新潮社

1自分を信じてくれる人間がいるのならなんでもでき
るじゃないか。
2関係ないこと全部すてて、おれの球だけを見ろよ
3永倉、おまえ、やめるか？体がびくりと震えた。ず
っと考えていたことだった。やめてしまう。捨ててし
まう。忘れてしまう。できることなら、そうしたい。
友情や信頼、プライドってどのようにえられるのか？

バッテリー1～5 あさのあつこ／作　教育画劇

今月の休館日
※年始1月３日までいずれの図書館
（室）も休館です。

鹿本図書館
u１月８日_・９日C・15日B

22日B・29日B・31日D
山鹿中央公民館図書室
u１月8日_・29日B
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿公民館図書室
u年末・年始

鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
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子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！

千
田
・
岩
原
・
合
里
の
三
つ
の
保
育
園
が
統
合

し
ス
タ
ー
ト
し
た
『
か
お
う
保
育
園
』
も
、
今
年

で
丸
４
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
毎
日
園
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
179
人
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
、『
心
も
身
体
も
た
く
ま
し
く
、

力
を
合
わ
せ
て
が
ん

ば
る
子
ど
も
に
育
っ

て
ほ
し
い
』
と
い
う

願
い
か
ら
、
和
太
鼓

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
ま
で
は
、

年
長
児
さ
ん
の
バ
チ

さ
ば
き
に
う
っ
と
り

見
と
れ
、「
ぼ
く
も
、

私
も
…
」
と
太
鼓
に

む
か
う
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。
進
級
当
初
か
ら
練
習

に
も
熱
が
入
り
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

練
習
開
始
か
ら
半
年
、
運
動
会
が
初
め
て
の
披

露
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
法
被

は
っ
ぴ

を
身
に
つ
け
て
、

う
れ
し
そ
う
に
堂
々
と
太
鼓
を
た
た
く
子
ど
も
た

ち
、
気
分
も
そ
う
快
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
一

人
ひ
と
り
の
顔
が
す
ば
ら
し
く
輝
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ん
で

い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
に
自
信
が
持
て

た
り
、
き
ず
な
が
強
く
な
っ
た
り
と
い
う
場
面
に

も
出
会
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
太
鼓
を
通
し
て
、
友
だ
ち
や
地
域

の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
心
も
身
体
も
元

気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
の
近
く
に
、
平
和
台
公
園
と
上
内
田
神

社
、
そ
し
て
相
良
寺
と
あ
り
、
四
季
折
々
に
自
然

の
美
し
さ
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
地
域
の
宝

で
あ
る
建
造
物
や
自
然
を
大
切
に
！
と
毎
年
、
散

歩
や
遠
足
に
出
か
け
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
七
五
三
の
お
参
り
を
兼
ね
て
上
内

田
神
社
へ
行
き
掃
除
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
背
よ
り
高
い
竹
ぼ
う
き
を
持
っ
て
、
落
ち
葉
を

掃
き
集
め
て
、
大
き
な
落
ち
葉
の
山
が
い
く
つ
も

で
き
ま
し
た
。「
焼
き
芋
さ
れ
る
ば
い
！
」
と
か
、

ゴ
ロ
ン
と
寝
転
が
っ
て
は
、
フ
ワ
フ
ワ
の
布
団
に

見
立
て
て
楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
。
き
れ
い

に
な
っ
て

「
あ
〜
気
持

ち
い
い
ね

え
。」
の
声

も
聞
か
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
行

き
帰
り
に
出

会
っ
た
人
達

と
挨
拶
を
交

わ
し
、
や
さ

し
い
言
葉
を

か
け
て
も
ら

い
、
ほ
ん
わ

か
と
し
た
、
お
だ
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ
て
、
園

に
戻
り
ま
し
た
。

こ
の
内
田
の
地
域
で
、
あ
た
た
か
く
見
守
ら
れ

て
育
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
郷
を
愛
す
る
気
持

ち
を
培
っ
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
風
邪
で
ず
っ
と
通
院
し
て
い
た
の
で
す
が
、
思

い
も
よ
ら
ず
『
中
耳
炎
』
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
薬

が
あ
る
の
で
す
が
要
冷
蔵
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お

手
数
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
そ
の
薬
の

依
頼
は
、
家
で
の
様
子
や
日
々
の
成
長
の
様
子
と
共

に
、
毎
日
記
入
し

て
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
も
お
母
さ

ん
の
気
持
ち
を
し

っ
か
り
と
受
け
止

め
、
園
で
の
様
子

を
降
園
時
や
連
絡

帳
を
通
し
て
く
わ

し
く
伝
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

保
育
園
デ
ビ
ュ

ー
し
た
新
米
マ
マ
に
は
心
強
い
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
が
い

ま
し
た
。
会
話
を
聞
い
て
い
る
と
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
に
、
安
心
さ
れ
た
様
子
。
新
米
マ
マ
と
ベ
テ
ラ
ン

マ
マ
と
、
私
た
ち
保
育
士
の
関
係
が
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
子
育
て
の
よ
う
で
、

い
い
音
色
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
度
は
家

庭
、
地
域
も
み
ー
ん

な
一
緒
に
す
て
き
な

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。『
山

鹿
の
宝
』
大
切
な
子

ど
も
た
ち
を
育
ん
で

い
く
こ
と
を
、
い
つ

も
考
え
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
マ
マ
も
保
育
園
デ
ビ
ュ
ー

〜
あ
る
連
絡
帳
よ
り
〜

八
玉
保
育
園
1
43
‐
５
１
８
１

▲いっぱいおちとるね～！

▲気合いを入れてたたきます！！

▲ペッタン　ペッタンおもちつき！

▲みんなともだち！なかまだよ！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
…

内
田
保
育
園
1
48
‐
９
１
２
３

心
に
響
け
！
あ
お
ぞ
ら
太
鼓

か
お
う
保
育
園
1
36
‐
２
１
１
０

子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

ごご利利用用案案内内

II nn ff oo rrmmaa tt ii oo nn

今月の主役
かたらんね！

「「かかががややくく次次代代
やや まま がが

のの未未来来
ひひ とと

づづくくりり」」
みんなが子育てをかたる。みんなが子育てにかたる。

急速な少子化の流れを変え、子育てしやすい環
境をつくるために、平成15年７月に「次世代育成
支援対策推進法」が制定されました。
それを受けて、山鹿市では、平成16年12月前期
計画（平成17年度から５年間）を策定し、平成17
年度から推進しています。『行動計画書』や『平
成17年度取り組み状況』については、いつでも子
育て支援課で閲覧することができます。また、各
総合支所、子育て支援センターに『行動計画概要
版』を設置しております。
『行動計画概要』、『平成17年度の取り組み状況
の概要』については、山鹿市のホームページでも
紹介しています。

やまが子育て応援シンボルマーク決定！
応募していただきました皆さまありがとうござ
いました。今後このシンボルマークは、子育て支
援関連に使用します。

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐2107

46‐2635

36‐2150

広　場　名 電話番号

43-1155

鹿央子育て支援センター　

12月２日、各子育て支援センター、つどいの広場、病後時
保育室、ファミリー・サポート・センター主催で、合同クリ
スマス会を開催しました。参加されたお母さんがたのペープ
サート、劇、パネルシアター、手話ソング、親子体操などの
出し物で大賑わい。山鹿灯籠保存会ＯＧのお母さん方の踊り
で、幻想的な世界を味わいました。あわてん坊のサンタさん
も、みんなの歌声を聞きつけプレゼントを持ってきてくれま
した。サンタさんを演じてくれた菊鹿町の山田英司さん。毎
年、子どもたちにすてきな夢をありがとうございました。

寒い冬に注意したい　やけど

やけどした時の処置
・すぐに流水で冷やす。
・服の上からやけどをした場合は無理に脱がさず、上
から患部を冷やす。
・赤ちゃんの場合、体表面の10％以上のやけどは命に
かかわりますので、すぐに救急
車を呼ぶ。
・皮膚が赤くなっている程度で、
範囲も狭ければ病院にかからず
様子を見る程度で大丈夫ですが、
皮膚が赤くただれたり、水ぶく
れができたり表皮がただれてい
る場合は十分冷やした後、皮膚
科に診てもらいましょう。

合同クリスマス会

▲げんきに1・2 アンパンマン ▲ママたち　すごいね～

▲パネルでポン！ ▲ママたちの山鹿灯籠おどり
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このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

柔道のイメージってどんなイメージですか？
この総合型スポーツの中の「柔道」は、初心
者の方でも経験者の方でも幅広く楽しんででき
るように、和気あいあいとしているクラブです。
年齢も幼児５歳から一般成年として50代の方ま
で参加しています。基礎の体力づくりはもちろ
んのこと、乱取り、受け身など柔道技ももちろんやって
います。「楽しみながらやる」それを基本に取り組んで
いるそうです。礼に始まり礼に終わる－そんな日常生活
に必要な礼儀作法も一緒に学ぶことができます。
そして、なんと平成18年10月22日に開催された「全九
州実業団対抗柔道大会」（福岡武道館）で、このクラブ
のメンバー４人が参加し、見事団体戦２部で優勝しまし
た。
みなさんも、まず見学からでも参加してみてはいかが
ですか。

三岳小学校のめざす児童像

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る

原
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
会

（
山
鹿
市
原
町
）

こ
の
会
は
、
町
内
自
治
会
を
始
め
各

団
体
の
希
望
者
か
ら
な
る
27
名
会
員

（
代
表
・
大
塚
正
義
福
祉
の
会
会
長
）

で
構
成
し
た
会
で
す
。

４
月
２
日
、
山
鹿
小
学
校
教
師
、
原

町
子
ど
も
会
（
児
童
45
名
）
と
共
に
結

成
と
対
面
式
を
実
施
し
て
以
来
７
カ
月

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
経
て
、
服
装
（
背
中

に
原
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
文
字
を
入

れ
た
黄
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
名
札
・
防

犯
腕
章
）
が
整
っ
た
の
で
、
山
鹿
警
察

署
生
活
安
全
課
に
届
出
、
警
察
か
ら
防

犯
帽
子
、
笛
を
戴
き
、
協
力
と
激
励
を

受
け
ま
し
た
。

11
月
15
日
15
時
か
ら
一
斉
パ
ト
ロ
ー

ル
を
展
開
、
警
察
署
の
手
引
き
を
書
を

参
考
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー

ル
は
、
単
独
で
な
く
複
数
で
、
な
る
べ

く
目
立
つ
服
装
。
毎
日
児
童
生
徒
の
下

校
時
に
実
施
し
、
危
険
箇
所
は
重
点
的

に
。
不
審
者
や
不
審
な
車
と
判
断
し
た

投
稿

投
稿

今月は柔道にズーム！▲柔道クラブのメンバー

子
ど
も
に
「
社
会
力
」
の
育
成

を
！

山
鹿
市
社
会
教
育
委
員
の
会

委
員
長
　
緒
方
英
二
さ
ん

「
社
会
力
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て

知
っ
た
。
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
研

究
大
会
（
宮
崎
市
開
催
）
で
門
脇
厚
司

氏
（
筑
波
学
院
大
学
学
長
）
の
講
演
を

拝
聴
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

門
脇
学
長
が
強
調
さ
れ
る
「
社
会
力
」

と
は
、「
人
が
人
と
つ
な
が
り
社
会
を

つ
く
る
力
」「
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
意
欲
・
構
想
力
・
実
行

力
」「
社
会
力
の
大
本
は
、
何
よ
り
他

者
へ
の
関
心
で
あ
り
、
愛
着
で
あ
り
実

行
力
で
あ
る
」
で
あ
る
。

他
者
を
喪
失
し
た
結
果
と
し
て
、
い

じ
め
・
無
気
力
・
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も

り
・
暴
力
・
虐
待
・
自
傷
・
自
殺
・
詐

欺
・
殺
人
、
更
に
は
青
少
年
の
学
習
意

欲
や
学
力
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事

象
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
。「
そ
れ
は

私
の
勝
手
で
し
ょ
」「
自
分
に
は
関
係

な
い
」「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
そ
れ
で

い
い
」
と
い
う
風
潮
も
ま
た
そ
の
現
れ

で
あ
る
。
こ
れ
を
一
夕
一
朝
に
是
正
す

る
術
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
事
態
を

放
置
す
れ
ば
、
国
自
体
が
内
部
か
ら
崩

壊
し
か
ね
な
い
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
？
大
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
襟
を

正
し
、
次
代
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
に

愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
つ
づ
け
る
以

外
道
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

本
年
度
、
社
会
教
育
委
員
の
会
で
、

「
家
庭
教
育
の
充
実
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
子
ど
も
も
地
域
の
一
員
で
あ
る

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

三岳小学校

投
稿

ら
警
察
に
連
絡
し
、
情
報
提
供
を
無
理

を
せ
ず
、
長
続
き
す
る
よ
う
に
留
意
し

て
、
今
日
も
平
穏
無
事
を
祈
り
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、

安
全
安
心
な
街
づ
く
り
を
期
待
し
て
努

力
し
て
い
ま
す
。

本校区には、小坂の「六地蔵」、法華寺観音堂の
「石塔々身」、小鳥町近くの岩壁に彫ってある２体の
「岩地蔵（摩崖仏）」３つの市指定文化財と小坂の
「雨乞い踊り」の無形文化財があります。また、小坂
川下流（野辺田地区）にあった石切り場にまつわる
「狐の道おくり」、「権現山（彦岳）と不動岩の首引き」
伝説も残っている長い歴史と伝統があります。
本年度、三岳小学校は、新入生17名を迎え、児童
総数136名、教員18名で新しいスタートを切りました。
今年度の学校教育目標を「人間尊重の精神を基底に
おき、一人ひとりの子どもを大切にし、豊かな心と
自ら学ぶ創造する力を身につけ、心身ともにたくま
しく21世紀を生きる三岳の子どもを育てる」と定め
て活動してきました。
その中で、10月15日の「学校へ行こう会」の日に
行った文化庁主催「本物の舞台芸術『星の王子様』」
と６年生が行った「絵本と本と舞台のコラボ」を紹
介します。
「星の王子様」は、９月15日の「学校へ行こう会」
の日に、ワークショップがあり、劇団の方と本校の

子どもたちの顔合わせと練習がありました。子ども
たちは、劇団員のすばらしい歌声や励ましに徐々に
吸い込まれ、どんな舞台になるのかとわくわくして
いきました。当日は、多くのお客様が来られ、劇団
と子どもたちが融合し、見ているすべての人も涙を
流す本当にすばらしい一日になりました。
「すばらしい劇に感動しました。これを12月の学習発
表会に生かしたい。」という児童の感想発表の通り、
12月３日の学習発表会では、100名を超える参加者を
前に、全学年堂々と落ち着いて楽しく元気に発表が
できました。
このように、三岳小学校の子どもたちは、多くの
方々に愛され支えられ、すばらしい本物の体験を基
盤として健やかに成長しています。今後も、三岳小
学校と三岳の子どもたちを応援してください。

思いやりの心をもつ子ども
すすんで学び考える子ども
ねばりづよい元気な子ども

▲

校
門
の
前
で
朝
の
あ
い
さ

つ
！

こ
と
。
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
自

分
は
存
在
す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
教
え
た
い
。
そ

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能

力
・
社
会
力
を
養
う
実
践
と
し
て
次
の

こ
と
を
提
案
し
た
い
。

一
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
多
く
の
人
が
参

加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け

る
。
ま
た
、
大
人
同
士
も
あ
い
さ
つ

を
実
践
し
、
人
間
関
係
を
豊
か
に
す

る
。

一
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
一
緒

に
楽
し
む
機
会
を
つ
く
っ
て
、
親
密

な
地
域
を
つ
く
る
。

一
、
地
域
で
、
子
ど
も
の
悪
い
行
為
は

し
か
り
、
よ
い
行
為
は
褒
め
る
こ
と

を
実
践
す
る
。

家
庭
教
育
の
充
実
は
、
こ
の
よ
う
な

環
境
が
あ
っ
て
こ
そ
深
ま
る
。「
環
境

は
人
を
つ
く
る
」
人
材
が
育
つ
地
域
づ

く
り
を
市
を
あ
げ
て
進
め
た
い
も
の
で

あ
る
。

▲船津功貴くん（左：大道小６）と

横尾大樹くん（右：三玉小）

「小学校３年生から始めました。乱取りが面白
いです。中学生になっても続けていきます。目標
は、全国大会に出場することです。」（船津くん）

▲10月の実業団の大会で

見事優勝！この中には４名

のクラブメンバーが参加

能
面
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

野
村
　
琉
堂
さ
ん

能
面
講
座
「
ク
ラ
ブ
山
鹿
」
を
発
足

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
面
打
ち
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

入
会
説
明
会u

１
月
10
日
D

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

講
座
開
始
日u

１
月
15
日

第
１
回
目

場
所u

巳
喜
旅
館
専
用
駐
車
場
奥

（
前
原
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
前
）

…
野
村
　
琉
堂
（
指
導
者
）

1
44
‐
５
１
９
１

1
080
‐
１
７
６
６
‐
６
７
６
９

問
合
せ
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１１月月

案内板案内板

おお
知知
らら
せせ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

１
月
31
日
D
は
、
市
県
民
税
第
４
期
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
10
期
の
納
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

１
月
29
日
B
・
30
日
C

31
日
D

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

日時u１月１４日A 10：00～
場所u山鹿市カルチャースポーツセンター

第１多目的グラウンド
一斉放水＝山鹿大橋下流　菊池川右岸河川敷

（12：00頃の予定）
…総務課

1４３‐１１１７

山鹿市消防団出初め式★ ★

問合せ

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登

録
の
受
付

平
成
19
年
度
・
20
年
度
に
行
う
小
規

模
な
工
事
お
よ
び
修
繕
（
契
約
金
額
30

万
円
未
満
）
の
見
積
に
参
加
希
望
す
る

事
業
者
の
登
録
制
度
で
す
。

申
請
で
き
な
い
事
業
者u

q
成
年
被
後
見
人
・
被
保
佐
人
・
破
産

者
で
復
権
を
得
な
い
者

w
市
内
に
主
た
る
事
業
所
ま
た
は
住
所

を
有
し
な
い
者

e
山
鹿
市
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿

登
録
者

【
還
付
申
告
に
つ
い
て
】

確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
混
雑
し
ご

迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
・
場
所u

q
山
鹿
税
務
署

１
月
４
日
E
〜
２
月
15
日
E

w
市
役
所
税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

税
務
係

２
月
１
日
E
〜
15
日
E

※
本
庁
は
３
階
会
議
室
で
受
付

※
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

ま
で

還
付
申
告
が
で
き
る
方u

所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
方
で
、

次
の
要
件
等
に
該
当
す
る
方
で
す
。

q
平
成
18
年
中
に
中
途
退
職
し
た
給
与

所
得
者
で
、
そ
の
後
就
職
せ
ず
源
泉

所
得
税
を
過
払
い
し
て
い
る
方

w
雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄
付
金

控
除
・
住
宅
借
入
金
（
取
得
）
等
特

別
控
除
を
受
け
る
方

必
要
な
も
のu

q
源
泉
徴
収
票
・
各
種
控
除
に
必
要
な

書
類
お
よ
び
印
鑑

r
還
付
金
は
振
込
が
便
利
で
す
の
で
、

申
告
者
名
義
の
口
座
番
号
を
控
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
収
入
の
方
】

農
業
や
営
業
な
ど
事
業
収
入
の
あ
る

方
は
、
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
が
必
要

申
告
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

で
す
。

そ
の
た
め
、
収
入
・
支
出
額
の
分
か

る
領
収
書
や
帳
簿
を
整
理
し
、
収
支
内

訳
書
の
作
成
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ら
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
、
申

告
に
時
間
を
要
し
ま
す
。
他
の
申
告
者

の
方
々
に
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
収
支
計
算
後
改
め
て
申
告

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
税
務
署

1
44
‐
２
１
８
１

本
庁
税
務
課
　
1
43
‐
１
１
２
０

各
総
合
支
所
税
務
係

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
１

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
２

問
合
せ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
公
的

な
証
明
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

申
請
者u

本
人
・
法
定
代
理
人

任
意
代
理
人

必
要
な
も
のu

・
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証

明
書

（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

・
Ｂ
写
真
あ
り
の
場
合
顔
写
真
（
縦

４
・
５
cm
×
横
３
・
５
cm
）
受
付
時

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
も
可

・
４
桁
の
暗
証
番
号

注
意
事
項u

・
身
分
証
明
書
な
い
場
合
、
仮
受
付
後
、

本
人
宛
に
照
会
書
を
郵
送
し
ま
す
。

手
数
料u

500
円

…
市
民
課
　
1
43
‐
１
１
６
９

問
合
せ

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
が
緊
急
通

報
す
る
時
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
メ
ー
ル
で
警
察
に
110
番
通
報

が
で
き
ま
す
。

「
メ
ー
ル
110
番
」
ア
ド
レ
スu

kum
am
oto-police110

@
deluxe.ocn.ne.jp

「
フ
ァ
ッ
ク
ス
110
番
」
番
号u

096
‐
382
‐
２
１
１
０

通
報
内
容u

・
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
事
件

が
発
生
し
た
か

・
犯
人
等
の
情
報

・
あ
な
た
の
情
報
や
け
が
人
な
ど

注
意
事
項u

・
パ
ソ
コ
ン
や
Ｌ
モ
ー
ド
か
ら
の
通
報

や
添
付
文
章
、
画
像
不
可

・
電
話
代
は
有
料

…
熊
本
県
警
察
本
部
通
信
指
令
室

1
096
‐
383
‐
２
８
１
３

問
合
せ

r
そ
の
他
契
約
の
相
手
方
と
し
て
不
適

当
と
認
め
ら
れ
る
者

登
録
業
種u

建
設
業
法
３
業
種
ま
で

受
付
期
間u

２
月
１
日
E
〜
28
日
D

受
付
場
所u

市
役
所
２
階
総
務
課

監
理
検
査
室

提
出
書
類u

・
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
申

請
書

・
登
記
簿
謄
本
（
法
人
事
業
者
）、
住

民
票
（
個
人
事
業
者
）

・
資
格
、
許
可
等
必
要
な
契
約
に
つ
い

て
は
証
明
す
る
書
類
の
写
し

※
監
理
検
査
室
に
直
接
持
参

※
申
請
書
・
業
種
一
覧
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

…
総
務
課
監
理
検
査
室

1
43
‐
１
１
１
８

問
合
せ

山鹿市議会議員鹿北選挙区山鹿市議会議員鹿北選挙区
補欠選挙のお知らせ補欠選挙のお知らせ

投票日u２月４日A ７：00～19：00
【投票所】旧鹿北町内４か所

※12月1日号広報やまが５ページ掲載
【開票開始予定時刻】即日開票　20：00
【開票所】鹿北公民館２階大集会室

期日前投票期間u１月29日B～２月３日Gまで
毎日　８：30～20：00

【期日前投票所】鹿北総合支所１階ロビー

選挙期日の告示日u１月28日A
【立候補届出】市役所１階会議室
受付u１月28日A ８：30～17：00
【立候補予定者説明会】市役所１階会議室
日時u１月11日E 13：30～

【出納責任者説明会】市役所１階会議室
日時u１月11日E 15：00～
【その他】
被選挙権（立候補の要件）u
選挙期日現在満25歳以上の方で、１月27日現在に
おいて山鹿市の選挙人名簿に登録されている方。
選挙権（選挙権のある方）u
選挙期日現在で20歳以　
上の方で、１月27日現在　
において旧鹿北町の区域
の選挙人名簿に登録され　
ている方。
※被選挙権および選挙権と
も公民権停止の方は該当し
ません。

問合せ…選挙管理委員会　1４３‐１５９４
山鹿市議会議員鹿北選挙区（定数４人）に欠員（１人）が生じました
ので、次の日程で補欠選挙を行います。

傘灯籠や数千個の竹灯りなどが山鹿の町並みを彩
ります。
期間u１月26日F～２月24日G 毎週　金・土

17：30頃より点灯開始
内容u
山鹿風情物語（19：30開場　20：30開演）
（八千代座で山鹿灯籠踊りと山鹿太鼓の共演）
崇城大学の豊前街道灯りのファンタジー
灯籠民芸館のライトアップなど

山鹿灯籠浪漫・百華百彩★ ★

…山鹿温泉観光協会
1４３‐２９５２

問合せ

ご
存
じ
で
す
か
メ
ー
ル
110
番

催催
　　
しし

恒
例
の
八
千
代
座
鏡
開
き
を
し
ま
す
。

今
年
も
東
通
町
親
和
会
と
早
瀬
錦
堂

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
お
い
し
い
ぜ
ん
ざ

い
を
振
る
舞
い
ま
す
。

日
時u

１
月
11
日
E

午
前
11
時
〜
正
午

場
所u

八
千
代
座
前
広
場

…
八
千
代
座

1
44
‐
４
０
０
４

問
合
せ

八
千
代
座
「
鏡
開
き
」

親
子
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
読
み
聞
か

せ
の
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
ど
う

ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

１
月
28
日
A

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時
半

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館

参
加
費u

無
料

…
や
ま
が
図
書
館
友
の
会

（
吉
田
）
1
090
‐
４
９
９
５
‐
６
９
８
７

問
合
せ

図
書
フ
ェ
ス
タ
〜
お
は
な
し
会
〜

阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
12

年
目
。

災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
教
訓
と

し
、
防
災
の
必

要
性
を
市
民
に
呼
び
か
け
る
た
め
防
災

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時u

１
月
17
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
零
時
半
ま
で

場
所u

鹿
本
体
育
館
駐
車
場

内
容u

・
災
害
時
の
炊
き
出
し

・
救
急
法
・
心
肺
蘇
生
法
指
導

・
避
難
道
具
や
救
急
車
な
ど
の

展
示

主
催u

日
赤
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

山
鹿
あ
い
の
会

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

※
お
昼
に
は
炊
き
出
し
食
の
振
る
舞
い

が
あ
り
ま
す
。

…
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

書
き
初
め
の

後
は
み
ん
な
で

ぜ
ん
ざ
い
を
食

べ
ま
す
。

日
時u

１
月
21
日
A

午
前
10
時
半
〜
午
後
零
時
半

場
所u

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

参
加
費u

100
円

募
集
人
数u

先
着
50
名

※
山
鹿
市
民
な
ら
誰
で
も
Ｏ
Ｋ

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５

問
合
せ

や
ま
が
書
き
初
め
大
会

日
時u

１
月
15
日
B

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
「
夢
想
庵
」

テ
ー
マu

「
陰
の
力
を
知
る
」

19
年
あ
な
た
の
今
年
の
運
勢
は
？

講
師u

本
田
光
曠
氏
（
熊
本
城
稲
荷
神
社
宮
司
）

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
、
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

第
９
回
　
山
鹿
市
防
災
の
つ
ど
い
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「
広
報
や
ま
が
」
に
広
告

を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
月
１
日
号
（
広
報
や
ま

が
）
の
案
内
板
に
有
料
広
告
の
掲

載
を
始
め
ま
す
。

掲
載
内
容u

市
民
生
活
に
関
連
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
も
の

q
政
治
・
宗
教
活
動
、
意
見
広
告

お
よ
び
個
人
の
宣
伝
に
係
る
も
の

w
風
俗
営
業
お
よ
び
こ
れ
に
類
す

る
も
の

e
通
信
販
売
お
よ
び
訪
問
販
売
に

類
す
る
も
の

r
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

t
そ
の
他
広
告
と
し
て
適
当
で
な

い
と
市
長
が
認
め
る
も
の

掲
載
枠u

１
枠
　
縦
49
mm
×
横
177
mm

（
こ
の
枠
と
同
じ
で
す
）

※
１
号
の
毎
号
案
内
板
の
最
下
段

申
込
方
法u

広
報
係
備
え
付
け
の
広

告
掲
載
申
込
書
に
広
告

の
原
稿
を
添
え
て
提
出

提
出
期
限u

掲
載
希
望
号
の
一
か
月
前

※
市
の
審
査
後
、
掲
載
の
適
否
を

通
知

掲
載
料u

１
５
、
０
０
０
円

（
１
枠
１
回
）

…
秘
書
課
広
聴
広
報
係

1
43
‐
１
１
１
２

申
込
・
問
合
せ

募募
　　
集集

山
鹿
市
が
全

国
に
誇
る
和
紙

工
芸
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。

【
金
灯
籠
製
作
教
室
】

灯
籠
師
が
指
導
し
ま
す
。

期
間u

１
月
23
日
C
〜
３
月
下
旬
ま
で

（
毎
週
火
・
金
　
午
後
６
時
半

〜
午
後
８
時
半
　
20
回
程
度
）

場
所u

灯
籠
民
芸
館
別
館
（
九
日
町
）

対
象
者
・
定
員u

・
市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で
き
る
方

・
申
込
先
着
10
人
ま
で

参
加
費u

３
、
０
０
０
円

申
込
締
切u

１
月
16
日
C
ま
で

…
山
鹿
灯
籠
師
組
合

組
合
長
　
中
島
　
清

1
43
‐
２
６
５
９

申
込
・
問
合
せ

市外在住者向けに広報紙の年間購読の申込を受け付け
ます。親戚や知人で読みたい人がいる場合などにご利
用ください。
年間購読料u2,000円（Ｈ19年４月～Ｈ20年３月まで）
申込方法u広聴広報係までご連絡ください

…秘書課広聴広報係
1４３‐１１１２

広報やまが　市外年間購読★ ★

問合せ

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

１
月
15
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
22
日
B

e
司
法
相
談u

１
月
29
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

１
月
11
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
18
日
E

e
法
律
相
談u

１
月
25
日
E
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

１
月
10
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
17
日
D

e
警
察
相
談u

１
月
24
日
D
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

１
月
９
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
16
日
C

e
消
費
生
活
相
談u

１
月
23
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

(財)自治総合センターから平成18年度
コミュニティ助成事業により「イベント
音響設備」「イベント用貸出備品」が導入
されました。
これは、宝くじ普及広報活動の一環と
して行われている助成事業で、地区住民
が行うコミュニティ活動に必要な設備の
整備を助成する事業です。多いに利用し
てください。

宝くじ助成事業で
「イベント用貸出備品設備」を導入

★ ★

市
内
主
要
観
光
地
を
バ
ス
で
巡
る
市

民
向
け
の
ツ
ア
ー
で
す
。

山
鹿
に
訪
れ
た
人
を
温
か
く
お
も
て

な
し
で
き
る
よ
う
に
、
も
っ
と
わ
が
町

の
魅
力
を
探
訪
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時uq

２
月
22
日
E

山
鹿
市
内
コ
ー
ス

（
八
千
代
座
・
博
物
館
な
ど
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
半

w
２
月
23
日
F
鹿
本
・
菊
鹿
コ
ー
ス

（
鞠
智
城
・
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と

な
ど
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

e
２
月
24
日
G
鹿
央
・
鹿
北
コ
ー
ス

（
康
平
寺
・
小
栗
郷
な
ど
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

参
加
費u

ひ
と
り
　
１
、
５
０
０
円

定
員u

各
コ
ー
ス
30
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

…
観
光
振
興
課

1
43
‐
１
５
７
９

申
込
・
問
合
せ

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

山
鹿
市
薄
尾
斎
場
に
つ
い
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
施
設
の
効
率
的
、

効
果
的
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め
に
指

定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

施
設u

山
鹿
市
薄
尾
斎
場

（
山
鹿
市
鍋
田
１
２
３
９
ー
１
）

指
定
（
管
理
）
期
間u

（
３
年
間
）

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
22
年
３
月
31
日

応
募
資
格u

左
記
両
方
満
た
す
も
の

・
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
個
人
は
不
可
）

・
熊
本
県
内
で
の
火
葬
場
業
務
実
績
１

年
以
上
あ
る
も
の

募
集
要
項
配
布
期
間u

１
月
10
日
D
ま
で

（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
）

伝
統
工
芸
品
を
あ
な
た
も
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

※
w
子
ど
も
生
活
相
談
は
す
べ
て
の
地

区
に
お
い
て
要
予
約
で
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

１
月
12
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

１
月
19
日
F

e
心
の
悩
み
相
談u

１
月
26
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

心
配
ご
と
相
談

対
象
者u

ク
レ
ジ
ッ
ト
・

消
費
者
ロ
ー
ン

に
よ
る
多
重
債

務
の
返
済
で
お

悩
み
の
方

担
当
者u

法
律
相
談
＝
弁
護
士
会
弁
護
士

家
計
相
談
＝
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

相
談
日u

１
月
26
日
F

午
前
９
時
半
〜
午
後
零
時
半

午
後
１
時
半
〜
午
後
４
時
半

場
所u

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

会
議
室
１

予
約
期
間u

１
月
16
日
C
〜
18
日
E

午
前
９
時
半
〜
午
後
零
時
半

午
後
１
時
半
〜
午
後
４
時
半

定
員u

先
着
36
名

予
約
電
話u

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
‐
７
７
７
‐
２
２
６

※
完
全
予
約
制
で
す

…
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
協
会
福
岡
支
部

1
092
‐
739
‐
８
１
０
８

問
合
せ

法
律
・
家
計
相
談
会

多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

相相
　　
談談

消
費
生
活
相
談

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時u

１
月
11
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
振
興
課1

43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

社
会
保
険
出
張
相
談

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

１
月
10
日
D
・
24
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

市
内
在
住
の
方
（
10
月
31
日
現
在
）

に
は
案
内
ハ
ガ
キ
お
よ
び
入
場
券
を
配

布
済
で
す
。
市
外
転
出
者
等
は
随
時
受

付
し
て
お
り
ま
す
。

日
時u

１
月
７
日
A

午
前
９
時
受
付

午
前
10
時
開
会

場
所u

山
鹿
市
総
合
体
育
館

第
１
ア
リ
ー
ナ

…
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

1
43
‐
１
６
５
１

問
合
せ

【
来
民
う
ち
わ
製

作
教
室
】

期
間u

２
月
６
日
C

〜
27
日
C

（
毎
週
火
曜
日
　
午
後
７
時
半

〜
午
後
９
時
　
４
回
）

場
所u

鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
鹿
本
町
）

対
象
者
・
定
員u

・
市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で
き
る
方

・
申
込
先
着
20
人
ま
で

参
加
費u

１
、
０
０
０
円

申
込
締
切u

１
月
16
日
C
ま
で

…
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

申
込
・
問
合
せ

『
や
ま
が
探
訪
ツ
ア
ー
』

わ
が
町
の
魅
力
を
知
ろ
う
！

現
地
説
明
会u

参
加
希
望
者
ご
と
日
時
設
定
（
必
須
）

募
集
受
付
期
間u

１
月
10
日
D
〜
25
日
E

（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
）

※
応
募
資
格
の
詳
細
や
説
明
会
に
関
す

る
ご
質
問
は
環
境
課
環
境
政
策
係
ま

で
ど
う
ぞ

…
環
境
課

1
43
‐
７
２
１
１

申
込
・
問
合
せ

…「イベント用音響設備」山鹿総合支所総
務振興課1４３‐１３６７「イベント用貸出備
品」菊鹿総合支所総務振興課1４８‐３１１１

問合せ

イ
ベ
ン
ト
用
貸
出
備
品

（
菊
鹿
）

米
田
地
区
公
民
館
イ
ベ
ン
ト

用
音
響
設
備
（
山
鹿
）

〈
有
料
広
告
〉

▲

▲

成
人
式
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kまゆみ窯　作陶展
日常雑器
期間u１月15日B～31日Dまで

桟敷茶屋（貸ギャラリー） 山鹿市九日町八千代座前
1４４‐８２２１（休み不定）時間u10：00～17：00

７日A

８日_

14日A

21日A

28日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
１
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

大坪内科呼吸器科医院／はとの眼科クリニック
幸村医院
坂本医院／後藤整形外科医院
うちだ内科医院／山鹿整形外科谷産婦人科医院
松尾医院／前原耳鼻咽喉科医院
山鹿中央病院

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k新春浮世絵と器・骨董展
期間u１月４日E～16日C

Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

入札結果の報告（11月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

11/7
11/7
11/7
11/7

11/7

11/7
11/14
11/14
11/14
11/14
11/14

11/14

11/14
11/14
11/14

春間持松線道路改良工事（１工区）
春間持松線道路改良工事（２工区）
星原八ッ谷線橋梁工事
平成18年度合流改善汚水管渠築造工事
平成18年度林道三楠竹の谷線開設工事（流域循環資源
林整備事業）
梶屋地区用水機場改修工事（維持管理適正化事業27期生）
市道下島田原線道路整備工事（２）
災補道第659号大林鐘掛松線災害復旧工事
災補河第652号江田川河川災害復旧工事
災補河第653号蜻浦川河川災害復旧工事
平成18年度今寺地区国道部配水管布設工事

平成18年度馬見塚城北板金裏配水管布設工事

平成18年度新町老朽管更新工事（１工区）
平成18年度新町配水管布設工事（２工区）
山鹿市蒲生コミュニティーセンター建築工事

山鹿市鹿央町持松地内
山鹿市鹿央町持松地内
山鹿市鹿北町椎持地内
山鹿市新町地内

山鹿市鹿北町岩野地内

山鹿市鹿本町石渕地内
山鹿市菊鹿町太田地内
山鹿市菊鹿町米原地内
山鹿市鹿央町霜野地内
山鹿市鹿央町中浦地内
山鹿市津留地内

山鹿市方保田地内

山鹿市山鹿地内
山鹿市山鹿地内
山鹿市蒲生地内

2梶川工業
1誠和
2山本建設
2佐間野土木

1小川建設

2八代設備
2丸善建設
2渡辺善建設
2拓振建設
2拓振建設
城北工業1

南九州マルヰ1熊本
北支店
1誠工社山鹿支店
3とらや商会
2井上組

25,903,500
28,350,000
5,890,500
17,587,500

36,750,000

7,071,750
5,649,000
5,302,500
6,331,500
5,460,000
5,449,500

5,397,000

9,261,000
8,001,000
28,770,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

１月
開催日 行　事　名 時間 料金

－
－
午後
日中
夜間
午前
夜間
夜間

－
－
関係者
関係者
関係者
無料
有料
有料

１日_

10日D

11日E

12日F

22日B

26日F

27日G

休館日
休館日
平成18年度第２回埋蔵文化財担当
職員等講習会
狂言教室
山鹿小学校発表会
山鹿風情物語q20：30～
山鹿風情物語w20：30～

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

k山鹿市三岳絵画クラブ水彩画展
講師　生野正隆先生
四季の風景と静物など約18点を展示　
期間u１月５日F～19日F

（19日最終日は15：00まで）
k山鹿公民館講座絵画教室展
講師　服部秋彦先生　水彩画約20点展示など　
期間u１月20日G～31日D

（31日最終日は15：00まで）

春一番　楽走カーニバル

一般…3,000円（保険料込み）※

小中学生…1,000円（保険料込み）

親子ペア…1人600円（保険料込み）

※親子ペアの部と５kmか10kmコースのダブル

エントリーは3,000円。

ゆっくり、のんびり楽走カーニバルのため順

位表彰はしません。特別賞・ラッキー賞を準

備しています。

※参加者全員に参加賞があります。

あんずの丘マラソン大会実行委員会（菊鹿総

合支所総務振興課内）に備え付けの払込取扱

票に記入し、2月21日Dまでに参加料を添えて

郵便局へ提出してください（払込手数料は別

途負担。申込後参加料は返金しません。）

※払込取扱票は郵送でも配布します。電話または

FAX、メールで同事務局へ請求してください。

1 0968-48-3111 FAX 0968-48-3188

メール kikuka-s@city.yamaga.lg.jp

あんずの丘に春を告げるあんずの花の開花にあわせ、市

内外のマラソン愛好者が集い、春の陽気を満喫してもらう

「あんずの丘マラソン大会」を開催します。

あんずの丘をスタートに、田園風景や、温泉、歴史公園鞠

智城など、豊かな自然と歴史の浪漫を感じながら、人情にふ

れ合うコースです。今回から親子ペアによる1.5ｋｍコース

を新設し、親子で一緒に楽しんでいただけるようになりまし

た。さらに３km・５km ・10kmも、コースをリニューアル。

多数の参加と、ランナーへのあたたかいご声援をお願いしま

す。

３月21日 春分の日
受付：8時／開会式：9時

スタート：９時40分

山鹿市菊鹿町「あんずの丘」

1.5km 親子ペア(子どもは５歳～小学３年生以下）

3km 小学生以上

5km   中学生以上

10km   高校生以上

日時

会場

種目・資格

参加料

表　彰

申　込

広報やまが　2007.１.1 18



21 2007.１.1 広報やまが 広報やまが　2007.１.1 20

赤赤ちちゃゃんん とと みみんんなな のの 健健康康情情報報ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

赤赤ちちゃゃんん大大募募集集！！

北　朋之
ともゆき

さん
（H17.１.９生れ）
鹿校通（山鹿）

Qぼくからの一言
「ハーイ！」上手にお
返事出来るよ～！お外遊
び大好きで元気100培だ
よ！

Qわたしたちから一言
サンサンたいそうなら私
にまかせて！！歌とダンス
が大好きです。（さくら）
ハイ！ポーズ（ｶｼｬ）ど
う？このポーズきまってる
でしょう。（あかね）

牛島　さくらさん（右）
（H16.９.21生れ）

牛島　あかねさん（左）
（H16.９.21生れ）

鹿校通（山鹿）

Qわたしから一言
今月で１歳になります☆
じいじ＆ばあば、兄×２＆

姉×２、パパ＆ママみんな大
好き！

田中　樹理
じゅり

さん
（H18.１.25生れ）

平山（山鹿）

問合せVol.22
幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

明けまして　おめでとうございます！
今年最初の「ゆ～かむ通信」です。
年末年始、皆さん「食べ過ぎ」「飲み過ぎ」などで体調を

壊していませんか？普段より食べる機会も増えますし、ど
うしても寒くなると家から出ることが少なくなります。当
然、体重も・・・。「痩せたい、痩せなきゃ」という思いも
あるはず。しかし、自分の体力、時間などを考えず自分に
合わない運動をしてしまったりすることで、長続きしない
方もいるはずです。
そこで、今回は、体を動かしたいが「寒い」「きつい」と
いう方、「今年こそは・・・」という方のために、手軽にど
こでもできる『ながら運動』を紹介します。
言葉の通り「○○しながら」の『ながら運動』。何かのつ
いでにできる運動で、１日の少しの時間で行えます。
例えば・・・

【デスクワークの方】
ちょっと休憩の時、椅子に座ったまま、両手と両足を同
時に床と平行に真っ直ぐ上げ10秒キープを10回。腹筋も太
モモも腕も結構効きますよ。
【外に出ることが多い方】
背筋を伸ばし、いつもよりも「速めの大また歩き」で歩
く。これだけでもかなりのカロリー消費になりますよ。
【テレビを見ることが多い方】
気になる部分をマッサージすれば硬い脂肪も柔らかくな
り、脂肪燃焼効率もアップ！痩せやすい体質をつくります。

このように、特別ではなく、普段の生活からでもあなた
のひらめきにより運動効果をＵＰ（アップ）させることが
できます。今年一番、生活の中に『ながら運動』を取り入
れてみてはいかがですか。

○○しながら・・・
～無理なくついでに～

場所と日時u
q山鹿警察署
１月16日C ９：30～12：00

w山鹿市立病院
１月16日C 13：30～15：30           

献献血血にご協力ください

熊熊本本県県特特定定不不妊妊治治療療費費の助成期間が延長
対象治療法u体外受精及び顕微授精
給付内容u1年度につき上限10万円
助成期間u通算「2年度」から「5年度」へ拡大
助成対象者u体外受精及び顕微授精以外の治療法では妊娠

の可能性がないと医師に診断された県内（熊
本市を除く）に住む戸籍上の夫婦
※本年度（H18年度）は、治療終了日がH18
年4月1日～H19年3月31日の方が対象です。
H19年3月末までに必ず申請してください。

所得制限u夫婦合算した所得額が650万円未満
指定医療機関u県保健所に問い合わせ下さい。
申請方法u治療終了後、県保健所に備えてある申請書と受

診証明書に住民票、戸籍謄本又は外国人登録原
票記載事項証明書、夫婦の所得証明書を添えて
最寄りの保健所へ提出してください。

…山鹿保健所（保健予防課）
144-4121
県庁健康づくり推進課
1096-333-2209

麻麻ししんんとと風風ししんんのの予予防防接接種種はお済みですか？

平成18年の４月から麻しんと風しんの予防接種が２回と
なりました。２回目は年長児が対象です。まだ、お済みで
ない場合は、早めに接種されることをお勧めします。

※過去に麻しん・風しんのどちらか一方にかかった場合は
かかっていないワクチンのみ接種できます。ただし、過　
去に麻しん・風しん共にかかったことがある方は接種す
る必要はありません。
※詳しい接種方法については、お住まいの地域の保健師ま
で相談下さい。

お問い合わせ
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

問合せ

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１　菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

日時u１月15日B 山鹿・鹿本
日時 １月22日B 山鹿・鹿央

１月29日B 山鹿
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央総合支所

母子健康手帳交付乳幼児健診

集団予防接種

k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（18年９月生）
日時u１月23日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（18年５月生）
日時u１月30日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（17年５月生）
日時と対象u
１月９日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
１月18日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（15年９月生）
日時と対象u
１月19日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
１月26日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（18年５月・18年９月生）
日時u１月16日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（15年９月・10月生）
日時u１月25日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u１月15日B…鹿本、22日B…鹿央
いずれも、９：30～11：00まで受付

場所u鹿本→母子健康手帳交付と同じ
鹿央→鹿央多目的研修センター

kＢＣＧ（生後３～６か月児未満）
日時u１月17日D 14：00～14：30受付、診察14：00から
場所u山鹿健康福祉センター

育児相談

日時u１月11日E
９：00～９：30まで受付

場所u山鹿健康福祉センター
対象u平成18年８月生まれ

離乳食教室



　さん(98)

鹿　本
来　民 稗嶋　　蓮さん　古賀ひめかさん

稲　田 芹川　奏大さん　古荘　橙太さん
鹿　央
千　田　梶川　雄翔さん　
米野岳　廣川　遥香さん　　
山　内 前田　大輝さん　井手　棋覧さん

森　　大地さん

◆おくやみ◆
山　鹿

山　鹿　藤本カズ子さん(60) 古閑丸チエさん(98)
中田　茂信さん(66) 牛嶋　庄七さん(66)
伊牟田志那さん(88) 中川　一心さん(53)

米　田　藤永　スズさん(97)
八　幡

下田スミ子さん(68)
三　岳　小塩　　透さん(86) 稗島ハヅエさん(94)

浦田ヒサコさん(99) 大森　光男さん(77)
池田シマオさん(84) 木庭フミ子さん(88)
手島　武行さん(85)

三　玉 河村　　司さん(85) 福盛　由紀さん(28)
舩津　國輝さん(77)

大　道 坂本　和子さん(48) 山下　信夫さん(72)
原　　英次さん(42) 神田　義昭さん(72)
上妻　孝夫さん(83) 顴永　　定さん(88)

鹿　北
岳　間　平田　時義さん(86) 右田　滿枝さん(79)

樺　　茂兼さん(85) 古田フジヱさん(100)
黒田　　貢さん(80)

広　見 大渕　友子さん(78) 古川　義光さん(92)
菊　鹿
内　田　本田　敏子さん(67) 小松タマエさん(97) 
六　郷 宮本チサトさん(89) 丸山　峰櫻さん(77)

田中ナツエさん(106)
城　北 米岡イツエさん(82)    堤　　信輔さん(53)

立花ミツ子さん(95)    松本　光則さん(83)
鹿　本

来　民 森山千枝子さん(81) 小塩　理恵さん(35)
嘉村　紘一さん(65)

稲　田 富田　行雄さん(80) 池田サナヱさん(89)
遠藤タミコさん(81)

中　富 長島　文子さん(97) 小材ハル子さん(85)
赤星　正浩さん(70)

鹿　央
米野岳 酒井　　
山　内 菊川　　薫さん(94) 杉本　喜久さん(88)
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に
入
り
た
が
る

児
玉
　
徳
夫

一
枚
の
柿
落
葉
に
も
詩
情
湧
く

坂
田
　
昭
代
　

朝
寒
に
捨
て
る
と
き
め
し
服
を
着
る

森
川
　
幸
恵

あ
じ
さ
い
短
歌
会
　
十
二
月
例
会

中
満
重
明
選

霜
月
の
日
ぐ
れ
て
早
も
青
き
闇
木
の
間
が
く

れ
に
仰
ぐ
繊
月
　
　
　
　
　
　
鶴
田
　
美
昭

足
元
に
あ
ん
か
寄
す
れ
ば
風
邪
の
児
は
眼
つ

む
り
し
ま
ま
に
っ
と
微
笑
む
　
関
　
ケ
イ
子

秋
陽
浴
び
さ
庭
に
隣
の
猫
ね
む
る
足
音
立
て

ず
に
干
物
を
す
る
　
　
　
　
　
平
野
　
　
妙

【
山
鹿
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
合

同
】

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

十
一
月
例
会

冨
田
土
管
選

田
舎
か
ら
　
日
本
の
心
見
せ
て
や
れ

木
村
　
圭
吾

は
ね
ら
れ
て
　
微
塵
に
な
っ
た
池
の
月
　
　
　

立
山
　
連
峰

田
舎
か
ら
　
美
し
日
本
造
り
ま
す黒

田
　
如
水

は
ら
は
ら
と
　
平
家
の
里
は
冬
の
陣

松
井
　
爆
笑

と
は
知
ら
ず
　
釈
迦
に
説
法
だ
っ
た
か
い

坂
田
　
土
常

立
山
連
峰
選

は
ら
は
ら
と
　
参
道
埋
む
る
大
銀
杏

高
木
　
畦
道

は
ね
ら
れ
て
　
箸
引
っ
こ
む
る
活
づ
く
り

長
瀬
　
狂
介

秋
の
夜
　
美
し
い
国
読
み
終
え
た落

合
　
万
吉

田
舎
か
ら
　
四
季
折
々
に
届
く
汗冨

田
　
土
管

一
人
暮
ら
し
　
人
間
が
一
番
怖
い富

田
　
亀
水

【
鹿
　
北
】

鹿
北
短
歌
会

十
一
月
例
会

中
満
重
明
選

玉
葱
の
名
は
「
パ
ワ
ー
」
と
ふ
名
前
な
り
一

万
本
を
植
ゑ
る
楽
し
み
　
　
　
高
木
　
英
子

母
に
賜
び
し
絹
の
衣
を
捨
て
が
た
く
娘
等
の

名
を
書
き
袖
に
し
の
ば
す
　
　
井
上
田
鶴
子

批
評
な
ど
誰
も
せ
ぬ
我
が
茶
園
に
て
歩
幅
合

わ
せ
て
夫
と
整
枝
す
　
　
　
　
弓
掛
む
つ
子

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

十
月
例
会

互
選

長
生
き
し
て
　
重
宝
さ
れ
る
生
き
字
引

山
本
　
凡
太

長
生
き
し
て
　
た
ら
い
廻
し
に
さ
る
る
婆
　
　

伊
藤
　
　
元

欲
目
か
ら
　
俺
が
狂
句
が
意
味
の
あ
る
　
　
　

荒
平
　
　
峠

【
菊
　
鹿
】

銀
河
俳
句
会

互
選

行
く
秋
や
若
さ
羨
む
卒
寿
前

河
津
　
山
水

夕
し
ぐ
れ
庭
木
の
我
を
ぬ
ら
し
去
り

古
家
ま
さ
る

水
音
も
ゆ
る
る
吊
橋
夕
紅
葉

児
玉
て
る
美

菊
鹿
短
歌
会

十
一
月
作
品

悔
い
の
み
を
引
き
て
生
き
ゆ
く
老
い
の
身
も

頬
を
な
で
ゆ
く
秋
風
や
さ
し
　
松
岡
　
文
代

仏
前
に
供
ふ
る
菊
花
と
カ
ス
ミ
草
法
事
ひ
か

え
て
念
入
り
に
挿
す
　
　
　
井
出
上
い
つ
子
　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
訳
は
知
ら

ず
大
人
ふ
た
り
の
所
帯
に
購
へ
り
　
　
　
　
　

片
山
　
陽
子

※11月中の届出受付分を掲載しています

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿 茨木　亮志さんQ福田　江理さん
米　田　廣瀬　智一さんQ塚本真由美さん

中嶋　悠貴さんQ牧野　綾花さん
芦刈　洋介さんQ岡山　和代さん

川　辺　松本　憲一さんQ池田　美恵さん
中山　　翼さんQ沖野　圭子さん

八　幡 橋口　竜治さんQ丸山　恵美さん　　　
大　道 島田雄太郎さんQ富田小百合さん

一安　健志さんQ木下　由紀さん
牛島　孝仁さんQ徳永　一恵さん
白石　裕貴さんQ田畑あゆみさん

鹿　北　
岩　野　白田　雅哉さんQ木庭　夕紀さん　　

廣松　武史さんQ村上ひろ子さん
広　見　石川　督弘さんQ米加田美代さん
菊　鹿
城　北　井手上　稔さんQ宇土　絵里さん

藤本　幸司さんQ池田　美和さん
鹿 本
来　民 植原　　誠さんQ青木　裕美さん
稲　田 伊藤　隆徳さんQ古荘　明子さん
鹿　央
千　田　木村　吉孝さんQ富田　浩子さん
米野岳 松本　知則さんQ渡邉　佐枝さん

梅原　　翼さんQ長谷川千紘さん

◆うぶごえ◆
山　鹿
山　鹿 西村　莉央さん　星子　仁美さん

五嶋陽乃香さん　相川　未玖さん
塚本　　悠さん　池田　彩芭さん

川　辺 闍田　央香さん　迎田　哩杜さん
八　幡 川本　桜香さん　中原　上鷹さん

鹿子木悠衣さん　岡本　健資さん
荒木　亜門さん

平小城　古家　大吉さん
三　岳 森本　結香さん
三　玉 荒木　寅虎さん　渡邊　大輔さん
大　道 矢野　和奏さん　嶋田　　湊さん

坂本　龍人さん 池田　楓音さん　　　　
大賀　暉琉さん 藤本悠羽太さん
坂闢 好恒さん　杉　　向葵さん
川原隆一朗さん　村田　智哉さん
古川　星彩さん　栗原　咲空さん
松下　悠理さん　酒井　陵介さん

鹿　北
岳　間　北原　　周さん

菊　鹿
内　田　原口真友果さん　冨田　崚輔さん
六　郷 青木　恵太さん　末賀　雅人さん
城　北 闍田菜々実さん

11月

　
田
に
背
伸
び
し
て
萌
ゆ
小
さ
な
穂

三森千　鶴さん(91)　宮田マル子さん(68)

　山　瀬名さん




